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医療安全管理委員会　第　11回　　　定例委員会　　
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
＜連絡事項＞

・12月発生の事故・インシデントは月末までに入力し、精神医療福祉領域、みさわG→To：前田JGM、Cc：相馬SGM、高齢者介護福祉領域→To：松川SGM、Cc：相馬SGMにして報告して下さい。

・事故報告メールに関して、件名に日付、患者名、内容を入れてください。

例）事故報告　7/31　○○○様　誤薬
· 先月の病院巡視での指摘事項は各自確認し訂正していくようにして下さい。
· マニュアル見直しの期日は2/15です、訂正箇所は赤字とし、所定のフォルダーに入れて下さい。

＜12月事故発生状況＞

精神医療福祉領域：西病棟0件、東病棟　6件、南病棟　1件、北病棟　1件　外来　0件
　　　　　　　　　コメディカル　0件、青陽館　0件

高齢者介護福祉領域：南山苑2F　3件、南山苑3Ｆ　0件　南寿　1件　南陽館　1件

ＬＣＰみさわ：7件

＜12月インシデント＞

精神医療福祉領域：1件、高齢者介護福祉領域：0件
　北病棟：1件　

＜12月の発生事故振り返りミーティング・1ヶ月後の評価実施状況＞

東病棟→実施出来ている。
西病棟→発生事故なし。
南病棟→実施出来ている。
北病棟→実施出来ている。
外来→発生事故なし。
青陽館→発生事故なし。

コメディカル→発生事故なし。
南山苑2F→実施できている。
南山苑3Ｆ→発生事故なし。
＜勉強会＞

誤薬とは、「誤投薬」と「誤服薬」に分別される。
誤投薬は、医師が処方により薬剤師が調剤した薬を看護者が患者様に服用させる過程で起こる事故をいう。
誤服薬は、服薬時管理者、通所利用者が薬の自己管理元に誤って服薬してしまう事を言う。しかし、入院中、通所利用患者の自己服薬管理における誤服薬は、看護者の服薬確認の不十分さが発生要因となる事も考えられるため、アクシデントとなる。
＜具体例＞
1 患者様誤認
2 投薬時間間違い
3 忘薬
4 外出泊、退院時の薬の持たせ忘れ
5 二重服薬
6 中止薬、追加薬の誤投薬
7 紛失
8 服薬自己管理患者様の誤薬、忘薬
9 外出泊患者様の忘薬や怠薬
＜原因＞
1 確認ミス
2 思い込み、うっかり
3 注意不足、注意散漫
4 知識不足、確認不足
5 説明不足
＜予防・対策＞
①与薬カートへのセットが終わったら、正しくセットされているか（氏名・服薬時間が合っているか）を異なる看護者同士で確認する（ダブルチェック）
　　②定期薬変更時、臨時処方薬がある場合は処方内容と薬の内容を処方箋と合わせ、セットが正しいか異なる看護者同士で確認する。
③与薬カートには投薬日・投薬時刻間違いを防ぐ為、セット方法を指さし、呼称確認
する。
④投薬時、投薬する患者様の氏名を尋ねる。又、服薬時刻を声に出して確認する、氏
名は必ずフルネームで答えて頂き、服用する本人である事を確かめる。（同姓同名も
ある事を確認する。患者様が名前を聞き間違い服用しようとされた可能性もある。）
⑤投薬後は二重服薬を防ぐ為、与薬用の一覧表に服薬した事のチェックをする。
⑥投薬終了後は残薬確認を行う。
⑦服薬自己管理の患者様の薬については、誤服薬を防ぐ為の薬のセット方法について
指導し服薬ごとの確認を徹底する。
⑧患者様の外出・外泊時は、服薬の説明を十分に行う。
⑨患者様の退院の際や、外出・外泊時は薬を持った事の確認をする。
―通所関係―
①通所利用中に服用する患者様リストを作成する。
②通所患者様の薬を預かる際は定められた場所に保管管理する。
③病状不安定により誤服薬の可能性がある場合は、通所利用中の薬はスタッフ管理と
する。　
*薬剤の知識

　看護師は患者様への投薬に携わる最終実行者としての責任がある。医師の処方が間違っていた、調剤が間違っていたとしても最終投薬者としての注意義務も免れない。薬剤の作用・副作用はもちろんの事、処方の適用量、薬剤の外観を知っておく必要がある。

分らない薬剤には日頃から調べ知る習慣を持つ。

＜次回委員会＞

・日時：平成28年2月18日（木）　15：30～

　・場所：青南病院2F　会議室　　※変更になった際、メールにて連絡します。

